
花を育てる意義と
地域活性化の取り組み
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カーボンニュートラルをめざして



花を育てる意義

①自然とのつながり

②心の癒し

③教育的価値

④環境への貢献

⑤地域の活性化

⑥世代をつなぐ



育てる花の紹介

菜の花:2月～3月

在来種: セイヨウアブラナ -食用として人
気。
外来種: アブラナ -食用油を採る



その他の花（花の咲く頃・観賞期）
ヒマワリ
7月～9月

ニチニチソウ
5月～11月

アサガオ
6月～8月

マリーゴールド
4月～12月

コスモス
6月～11月

ハボタン観賞期
１月～4月

ノースポール
12月～4月

ネモフィラ 4月～5月



①観光特区: スカイツリー周辺

②教育特区: 墨田区の小中学校

③アート特区: 北斎美術館周辺

④健康特区：すみだ保健子育てセンター周辺

⑤地域交流特区: 錦糸町駅周辺で地域住民が集まる交流イベントを開催

⑥水辺特区: 東京みずまちエリアで水辺

⑦京島地区特区: 京島地区では、路地園芸のコミュニティを活性化

⑧鐘ヶ淵駅周辺特区: たもんじ農園

⑨東向島駅周辺特区: 東向島駅から近い百花園周辺

⑩隅田川特区: 隅田川周辺

⑪千葉大学との連携：千葉大学との共同研究

⑫旧中川水辺公園：自然と水辺の魅力を楽しむ
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墨田区での特区の展開



②自然とのつなが
りを深めます

①心の豊かさ
を育みます

④地域の活性化に
も寄与します

③地域の環境保全
や生物多様性の維
持に貢献します

花を育てることは

カーボンニュートラルの
実 現


